二つの 特輯が 私の 心を惹 いた。 知識人 戦線 (個性 七 

月 号) と 平和の 擁護 (近代文学 八月 号) と、 これ は 近 

頃、 最も 意義 ある 特輯だった が、 かう した 特輯 は 今後 

も 絶えず 繰返して 為されなければ ならない し、 何度 繰 

返しても 多すぎる とい ふこと は あるまい。 極言 すれば 

戦災 死 をまぬ がれた われわれに とって、 これ こそ は最 

大の、 そして 最後の 課題な の だ。 

一 九 四 五 年 八月 六日、 言語に 絶す る 広 島の 惨劇 を 体 

験して 来た 私に とって、 八月 六日と いふ 日が めぐり 来 

る こと は 新たな 戦慄と ともに い つも 烈しい 疼き を 呼ぶ _ 

三度 目の 夏に、 私 は 次の 如く ノ— トに 書き 誌して おい 



「人々 の 心の中で のみ 戦争 は 防止で きぬが、 人々 の 心 

の 中で 戦争 を 承認 するとき は、 遂に 人類 は 自滅せ ざる 

をえない 段階に 立ちいた る こと を、 われわれ は 心に 焼 

きつけよう ではない か！」 (平 田 次 三郎) 結局 「戦争 を 

防ぐ の は 我 々であり、 我々 の 一人一人 である ご (杉捷 

夫) 

平和の 擁護、 平和への 協力 は、 絶えざる 忍耐と 緊張 

を 一人 一 人に 要請す るで あらう。 今日 己れ と 己れ の 周 

囲 を 少し 静かに 顧みれば、 戦争の ために 存在した 嘗て 

の 環境が、 いかに 人間 全体の 心理 を 病的に 歪曲した か、 

現に 今 も 傷害して ゐ るか は、 あまりに も 明かな ことが 
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